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平
成
２９
年
度
中
里
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
総
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
山
副
市
長
を
迎
え
開
催
さ
れ
る 

平
成
２９
年
４
月
２３
日
（
日
）
中
里
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
中
里
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
総
会
が
行
わ
れ
石
川
諒
一
会
長
よ
り
、
２８
年
の
総
括
、
２９
年
の

活
動
基
本
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
は
日
立
市
副
市
長
横
山
伸
一
様
は
じ
め
、
西
部
支
所
長
小
野
崎
勉
様
、

中
里
小
・
中
学
校
校
長
鈴
木
克
彦
様
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
た
、
多
く
の
参
加

者
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
２８
年
度
総
括 

日
立
市
及
び
中
里
学
区
の
状
況 

１
、 

日
立
市
池
の
川
ア
リ
ー
ナ
ー
が
１
月 

オ
ー
プ
ン
し
た
。 

２
、 

市
役
所
新
庁
舎
が
７
月
共
用
開
始
予
定 

３
、 

２
０
１
９
茨
城
国
体
に
向
け
各
種
事
業
を
計
画
準
備
中 

４
、 

中
里
学
区
は
独
自
の
施
策
と
住
民
の
協
力
が
必
要
で
、
高
齢
化
対
策 

で
公
共
交
通
は
、
運
行
範
囲
の
更
な
る
拡
大
を
検
討
と
里
川
発
電
所
の
吊
り

橋
復
旧
、
少
子
化
対
策
の
た
め
の
特
任
校
の
定
着
支
援 

５
、 

J

A
中
里
支
店
の
存
続
の
決
定
が
決
ま
っ
た 

６
、 

地
域
お
こ
し
隊
の
渡
辺
さ
ん
の
他
に
安
瀬
さ
ん
も
加
わ
り
、
人
を
呼
び
込
む

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・
活
性
化
支
援
と
共
に
情
報
発
信
頂
い
た
。 

 
 
 

 

推
進
員
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、
各
部
役
員
様
方
の
各
々
の
仕
事
の
合
間
を

ぬ
っ
て
の
活
動
な
ど
厳
し
い
環
境
下
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
精
一
杯
頑
張
っ
て

頂
き
ご
協
力
の
お
か
げ
で
従
来
か
ら
の
事
業
は
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

平
成
２
９
年
度 

基
本
活
動
方
針 

 

総
括
の
中
で
も
述
べ
て
て
い
る
よ
う
に
、
急
速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
を
常

に
念
頭
に
お
い
て
、
各
専
門
部
の
事
業
及
び
行
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
中
里
の
現

状
を
踏
ま
え
、
中
里
学
区
に
あ
う
手
法
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の 

 

情
報
発
信
が
大
切
で
あ
り
、
回
覧
板
情
報
、
広
報
誌
の
充
実
、
Ｊ-

Ｗ
Ａ
Ｙ
、
F

M
ひ
た

ち
の
活
用
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
主
体
は
中
里
学
区
住
民
の
方
々
で
す
か
ら
、
地
域
の
人
た
ち

が
連
帯
意
識
を
高
め
、
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
事
業
や
行
事
を
実
践
し
て
い

た
だ
き
、
諸
問
題
に
つ
い
て
も
対
応
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

高
齢
化
対
策
と
し
て
公
共
交
通(

中
里
タ
ク
シ
ー)

の
普 

及
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
日
立
市
内
の
病
院
等
へ
の 

運
行
範
囲
の
拡
大
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
少
子
化
対 

策
と
し
て
４
年
前
か
ら
日
立
市
内
か
ら
中
里
小
学
校
へ
の 

転
入
で
き
る
特
任
校
制
度
を
採
用
し
ま
し
た
。
今
後
も
継 

続
的
に
こ
の
制
度
を
普
及
さ
せ
、
児
童･

生
徒
の
安
定
確 

保
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
定
員 

増
量
な
ど
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
年
末
に
は 

震
度
５
強
の
地
震
に
襲
わ
れ
大
変
心
配
し
ま
し
た
。
消
防 

分
団
や
中
里
駐
在
所
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
な 

が
ら
災
害
・
事
故
・
犯
罪
防
止
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
学
区
の
状
況
変
化
と
共
に
学
区 

独
自
の
活
動
が
要
求
さ
れ
る
中
で
担
い
手
不
足
が
顕
在
化 

し
懸
念
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
総
会
に
お
い
て
組
織
の
一
部 

改
定
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
か
ら
新
組
織
の 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

役
員
構
成
、
役
員
選
出
方 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

法
で
進
め
て
い
き
た
い
と 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

思
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
活
動
は
、
従
来
か
ら
の
継
続
事
業 

や
行
事
の
推
進
で
あ
り
日
常
的
な
活
動
が
大
切
で
あ
り
、 

そ
れ
に
加
え
て
今
年
度
は
下
記
項
目
を
重
点
テ
ー
マ
に 

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。（
石
川
会
長
挨
拶
抜
粋
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
日
立
市
消
防
団 

第
７
分
団
新
加
入
者
紹
介 

 

消
防
団
は
、
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、

住
民
有
志
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
市
町
村
の
消
防
機
関
で
す
。
消
防
団
員
は
、
通
常
は
各
自

の
職
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
付

け
、
火
災
の
消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
地
震
や
風
水
害
等
時
に
お
い
て
は
、
被
害
の

拡
大
防
止
の
活
動
を
行
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
西
部
地
区
に
は
、
和
地
進
日
立
市
消
防
副
団
長
の
も
と
、
第
７
分
団
（
福
田

勝
夫
分
団
長
以
下
１２
名
で
構
成
・
下
深
荻
町
、
中
深
荻
町
、
東
河
内
町
の
一
部
担
当
）、

第
８
分
団
（
東
河
内
町
担
当
）、
第
９
分
団
（
入
四
間
町
担
当
）
の
３
箇
分
団
が
あ
り
、
消

防
車
６
台
、
消
防
団
員
４２
名
で
編
成
し
て
い
ま
す
。 

 

第
７
分
団
は
、
詰
所
（
待
機
場
所
）
が
日
立
消
防
署
西
部
派
出
機
関
の
敷
地
内
に
あ
り
、

車
庫
を
派
出
機
関
と
共
用
で
、
第
１
日
曜
日
、
第
３
日
曜
日
に
定
例
の
車
両
点
検
や
地
区

内
巡
視
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
２９
年
３
月
１
日
に
、
念
願
の
４
駆
の
新
型
可
搬
式
ポ
ン
プ
搭
載
消
防
車
が
入
り
、

万
一
の
災
害
に
備
え
、
機
械
操
作
習
熟
に
努
め
て
い
る
所
で
す
。
し
か
し
、
団
員
数
は
１

２
名
と
定
員
１
８
名
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
消
防
団
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
て
、
入
団
者
を
募
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

私
た
ち
の
西
部
地
区
で
は
、
人
口
減
も
あ
り
、 

身
近
に
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
も
つ
集
ま
り
（
組
織
） 

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
消
防
団
は
、
定
例
的 

に
集
ま
り
を
持
ち
、
ま
た
、
色
々
な
行
事
が
あ
る
た
め
、 

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
持
つ
に
は
特
に
有
効
で
あ
る
と 

思
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て 

赴
任
し
て
こ
ら
れ
た
安
瀬
正
勝
さ
ん
も
入
団
し
て
頂
き 

ま
し
た
。
身
近
な
組
織
と
し
て
、
も
う
一
度
消
防
団 

を
見
直
し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

 
 

本
文
は
第
７
分
団
の
草
地
博
文
様
に
よ
り
投
稿 

綿
引 

勇
さ
ん
表
彰
さ
れ
る 

 

平
成
２９
年
４
月
２３
日 

（
日
）
の
中
里
学
区 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進 

会
の
総
会
の
席
上
で
、 

中
深
荻
町
の
綿
引
勇 

（
７１
歳
）
さ
ん
が
、 

日
立
市
副
市
長
横
山 

伸
一
様
に
よ
り 

「
不
法
投
棄
監
視
員
」 

と
し
て
、
地
域
の
環
境
保
全
、
美
化
に
貢
献
し
た
と
し 

表
彰
さ
れ
た
。
特
に
、
中
深
荻
地
区
は
幹
線
通
り
か
ら

離
れ
て
お
り
、
民
家
か
ら
目
の
届
か
な
い
山
間
が
多

く
大
型
の
電
気
製
品
、
布
団
な
ど
投
棄
が
多
く
て
出

動
回
数
が
多
か
っ
た
。
と
言
っ
て
い
る
。
自
分
の
ゴ
ミ 

を
山
に
捨 

て
て
も
、 

自
然
環
境 

が
壊
れ
れ 

ば
同
じ
事 

だ
っ
ぺ 

 

誰
も
が 

捨
て
な
い 

モ
ラ
ル
と 

シ
ス
テ
ム 

が
必
要
だ
。 

会 

報 

  

 

 

 

 

ひたち生き生き百年熟の写真展が中里 

交流センターで、中里学区コミュニティ 

推進会文化部（大津満夫部長）主催で、日立市内の名所と行事・催し物を撮影した写真を展示中です。自

由に見学できますので、交流センター利用の時、または近く立ち寄り時に是非ご鑑賞を！ 

 

日立「いいね」写真展 

主催：ひたち生き生き百年塾  

共催：中里交流センター 

期間：４月２１日～５月２０日 

基本方針説明の石川会長 

日立市副市長 横山伸一氏 
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第
二
の
人
生 

奥
さ
ん
と
共
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
作
り
と
そ
ば
栽
培 

 

過
去
１
７
３
号
で
は
、
日
立
市
内
か
ら
通
い
下
深
荻
町
で
イ
チ
ゴ
つ
く
り
を
し

て
い
る
成
田
芳
大
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
下
深
荻
町
の
岡
町
地
区

に
、
日
立
市
内
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
通
い
手
造
り
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
蕎
麦
野
菜
の
栽

培
を
行
っ
て
い
る
斉
藤
孝
一
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す 

 

斉
藤
さ
ん
は
、
日
立
市
の
消
防
署
員
と
し
て
町
の
防
災
に
携
わ
る
仕
事
を
し
な

が
ら
、
休
日
は
「
野
球
少
年
団
」
の
指
導
者
と
し
て
も
活
躍
、
中
里
の
會
澤
翼
君

（
現
広
島
カ
ー
プ
で
活
躍
中
）
と
も
接
点
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
現
役
時
代
は
な

か
な
か
家
庭
に
い
る
時
間
が
取
れ
な
い
生
活
を
し
て
い
た
そ
う
で
、
定
年
後
は
、

そ
の
お
返
し
と
し
て
奥
さ
ん
の
趣
味
の
「
蕎
麦
作
り
」
を
し
た
い
と
思
い
、
候
補

地
探
し
を
し
て
岡
城
地
区
に
譲
っ
て
も
よ
い
と
い
う
土
地
が
あ
り
決
断
。
蕎
麦
作

り
を
メ
ー
ン
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
始
め
、
理
想
は
、
こ
の
土
地
で
蕎
麦
を
栽
培
、

製
粉
し
、
蕎
麦
の
試
食
会
を
行
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

        

こ
の
季
節
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
作
業
が
主
、
バ
ラ
を
約
４０
本
植
え
、
満
天

ど

う

星だ
ん

つ

つ
じ
も
白
い
鈴
形
の
花
が
咲
き
、
種
々
な
植
物
が
彩
っ
て
い
ま
し
た
。
家
族
で
バ

ー
べ
キ
ュ
ー
、
ビ
ザ
つ
く
り
も
可
能
と
い
う
か
ら
本
格
的
で
す
。
こ
こ
で
作
業
し

て
い
て
近
所
の
人
が
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
れ
、
ま
た
堆
肥
を
持
っ
て
き
て
農
作

業
を
教
え
て
く
れ
て
、
よ
そ
者
感
覚
で
な
く
楽
し
め
る
の
が
一
番
！
と
言
っ
て
く

れ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

  

 
 

 

地
域
お
こ
し
隊
の
渡
辺 

友
貴
子
さ
ん
S

N

S
活
用
で
中
里
を
発
信
、
今
や

パ
ソ
コ
ン
の
設
置
台
数
よ
り
は
る
か
に
多
く
普
及
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
情
報
発
信
し
て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん

承
知
の
通
り
。
渡
辺
さ
ん
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
中
里
の
情
報
を
全
世
界
に
発
信
、

前
広
報
活
性
部
の
武
藤
さ
ん
も
同
じ
く
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
中
里
の
リ
ン
ゴ
園
バ

ン
ド
演
奏
活
動
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
開
い

て
い
る
東
河
内
町
の
坂
本
雅
史
さ
ん
も
今
年
か
ら
バ
ラ
の
開
花
状
況
な
ど
を
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
信
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。
中
里
の
自
然
と
澄
ん
だ
空
、

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
紹
介
、
活
性
化
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
更
に
良
い
町
つ
く
り

に
貢
献
で
き
る
と
確
信
し
ま
す
。 

 
 継

続
発
信
し
て
い
る
渡
辺
さ
ん
の
情
報
を
一
部
紹
介
し 

ま
す
。 

【
中
里
が
東
洋
大
学
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
っ
た
よ
】 

 

私
の
母
校
、
東
洋
大
学
国
際
地
域
学
部
の
授
業 

「
地
域
活
動
実
習
」
＝
S

F

S
（S

tu
d

e
n

t-le
d

 F
ie

ld
 

S
tu

d
y

）
前
期
国
内
研
修
の
受
け
入
れ
を
日
立
市
中
里
地
区
で
開
始
し
ま
し
た
。 

  

私
の
代
で
初
め
て
行
っ
た
「
能
登
ゼ
ミ
」
こ
の
ゼ
ミ
活
動
を
き
っ
か
け
に
私
は

地
域
研
究
の
魅
力
に
目
覚
め
、
地
域
で
働
き
、
生
き
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

（
一
応
ゼ
ミ
長
だ
っ
た
ん
だ
よ
） 

「
能
登
ゼ
ミ
」
を
べ
ー
ス
に
正
課
授
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
S

F

S
の
受
け
入

れ
を
私
が
、
そ
し
て
中
里
で
出
来
る
な
ん
て
・
・
・
！
も
う
な
ん
て
感
慨
深
い
の
・
・ 

 

今
回
は
６
月
に
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
向
け
た
全
体
研
修
。日
立
市
と
は
、 

中
里
と
は
。
私
た
ち
の
活
動
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
。
ま
ず
は
研
究
に
必
要
な
基
礎 

 

研
究
の
お
勉
強
。
そ
の
後
は
実
際
に
歩
い
て
、
見
て
、
聞
い
て
、
体
験
し
て
、
現
場
を
知
る
。 

楽
し
み
な
が
ら
（
＊
重
要
）、
研
究
に
向
け
て
の
感
覚
が
つ
か
め
て
い
た
ら
嬉
し
い
。
日
帰
り
で
こ

の
よ
う
な
事
前
研
修
も
行
え
る
茨
城
の
立
地
が
、
大
き
な
武
器
だ
と
思
う
。
き
っ
と
、
学
生
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
、
持
ち
帰
っ
て
く
れ
た
で
し
ょ
う◎

 

 

と
り
あ
え
ず
、
６
月
に
ま
た
会
え
る
の
が
楽
し
み
だ
ー
！ 

             

 
S

N

S
で
中
里
学
区
活
性
化
発
信
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
） 

    
 
 
 
 

 

農産物の試食と、散策を中里で

４０名位で行いました。 

秋蕎麦をここに蒔きます 

バラ４０本が間もなく咲く 

今
年
も
匿
名
で
善
意
の
寄
付
を 

 

４
年
連
続
で
頂
き
ま
し
た
。 

 

今
年
で
４
年
連
続
で
匿
名
に
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

会
の
石
川
会
長
宛
て
に
郵
送
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
総
会
の
席
上
で
も
説
明
い
た
し
ま
し
た
が
、
せ

っ
か
く
の
善
意
で
あ
り
、
２９
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
予
算
に
組
み
入
れ
地
域
の
行
事
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
上
記
の
郵
送
さ
れ
た
本
文
と
共
に
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

 
 

中
里
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

石
川 

諒
一 

平成２９年度の専門委員は、下記のとおりで

す。連絡・相談などお気軽にどうぞ！ 

平成２９年度 中里学区選出の各種委員

は下記の通りに決定しました。 


